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配線用遮断器およびヒューズの直列接続
による 分離器構成方法の検討

電気電子技術グループ 黒澤大樹

１．配線用遮断器＋つめ付きヒューズの 分離器
２．つめ付きヒューズは雷インパルス電流耐量が大
３．内部分離器が一定の性能を満たす場合に有効

目 的

内 容

（サージ防護デバイス）分離器には、配線用遮断器などの外部分離器と 内部に組み
込まれる内部分離器があります 図 。外部分離器の電流耐量を考慮すると、外部分離器の定
格は大きくなり、 故障時に低電流領域の短絡電流が遮断できない問題があります。
本研究では、外部分離器を配線用遮断器として、つめ付きヒューズを直列に接続し配線用遮
断器の遮断性能を補完する形で検討を行いました 図 。

図 ． 分離器の外観

①つめ付きヒューズ性能評価
・直撃雷インパルス電流耐量 図
・交流電流に対する溶断特性 図
②直撃雷用 分離器の検討 図

図 ．つめ付きヒューズの溶断特性図 ．雷インパルス電流耐量 回
①つめ付き、②③一般的なヒューズ

図 ．配線用遮断器とつめ付きヒューズ
の遮断特性例

秒間で遮断できる電流値の境界線は
定格 の場合約

つめ付きヒューズは
一般的なヒューズに対し約3倍の耐量

つめ付きヒューズにより
補完される低電流領域

＊火災事故を防ぐには 秒以内に短絡電流を遮断する必要がある。 秒間は、事故切り分けの時間の代表値 。

図 ． および分離器の接続

新規性・優位性 産業への展開・提案

つめ付きヒューズを直列接続すると、内部
分離器が ～ 程度の遮断性能を有
している場合、 程度の耐量をもつ
分離器の構成が可能です。

① 直撃雷用 分離器開発に対する技術
支援
② 分離器の性能評価
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酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い

特許出願中

図 酵素分解イオン液体法の概要


